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位祁モデル ; 〆=a一〆, 0≦〆<27T, (〆 mod 27r)






は等しいパルス入力を受け位棚 〆が進む｡即ち､ djから〆 Jへの人力は､ある時刻 tに 〆が27Tを通過 し


















































目指し､典l'-g剛g棚 やそこへの分岐のタイプ (Hop扮 岐或いはSaddJe-nde分岐)を見た｡また､光岡振動の
IJ1-現を特徴付けるための巨視的な量として､秩序変数 ;L2-<X(I)Y(i)-叩E)X(t)>, 但 し X+L'Y- IノN
Zexp(L'〆J) を定義し､特に分岐点近傍での定量的評価に川いその有効性が確かめられた｡
次に界なる8倍を持つ､2つのN=ユーロンのカラム系を縦令した. カラム問の3.1.=令定数Ki.はカラム内
のKより弱く与え､またランダムノイズは全系に同等に加えるoパラメータの1I-lIによる同期の様子の変化
を見ている｡
更に複数のカラム紡介系を扱い､ハイパーカラム構造を入れたシュミレーションによって､生理学的知
見との比較を行なわねばならない｡また､このように構築したモデルがどのような機能を持ちうるか興味
深い｡租論的には蔵も巨視的レベルで尊山された複素GL方程式の解析も今後行なう-1,淀である｡
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